
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

白書: 
	

コロイド状懸濁液中のクリノプチロライトゼオライトと 
ピュアボディーエクストラストレンスに関する調査と研究 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

本白書について: 
	 	

この白書で紹介する情報は、専門教育を目的として

おり、公に利用可能な研究、記事、書籍から得られ

たものです。 これは、健康上のアドバイスの基礎
となるものではなく、認可された医療従事者による

施術内容等に一切の影響を与えてはなりません。 



	

ゼオライトとは？ 
	
ゼオライトは、無限の三次元原子構造を有する、ア

ルカリおよびアルカリ土類金属の結晶性水和アルミ

ノシリケートである。これらはさらに、可逆的に水

を失うことも獲得することもでき、原子構造を大き

く変化させることなく、特定の構成原子を交換する

能力を特徴とする。 
 
石英および長石鉱物と同様に、ゼオライトは、各四

面体の四隅の酸素のすべてが隣接する四面体と共有

される珪酸塩（SiO 4）四面体の三次元骨格である。
骨格中の各四面体が中心原子としてケイ素を含む場

合、全体の構造は石英 (SiO)2 と同様に、電気的に中
性である。 
 
ゼオライトの構造では、四量体シリコンの一部が三

重に帯電したアルミニウムで置換され、正電荷の欠

乏が生じる。電荷は、ナトリウム（Na +）、カリウ
ム（K +）、カルシウム（Ca2 +）、およびマグネシ
ウム（Mg2 +）といった、一重および二重に荷電した
原子の存在によって均整が取られる。 
 
ゼオライトの実験式は、次のようなものである： 
M2 / nO・Al2O3・xSiO2・yH2O - ここでは、M は任
意のアルカリ又はアルカリ土類原子であり、nはその
原子の電荷であり、xは 2~10 の数であり、yは 2~7
の数である。クリノプチロライトの場合、一般的な

天然ゼオライトは、(Na3K3)(Al6Si40)O96 • 24H2O と
なる。

 
	

 
 
 
 
 
 
 
 
 

	

	

 
 

 
 
 

図 1.ゼオライトク
リノプチロライトの

結晶構造（8リング
及び 10リング） 
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ゼオライトの仕組みとは？ 
	

クリノプチロライトの場合、第 2組のカッコ内の原子またはカ
チオン（荷電した金属原子）は構造原子として知られている。

なぜなら、それらは酸素によって強固な骨格を構成するからで

ある。これが、ゼオライト中のアルミニウムの形態が完全に不

活性であり、何らかの形で反応したり放出したりしない理由で

ある。 
 
最初のカッコ （ナトリウムおよびカリウム）内のものは、ア
ルミノシリケートの骨格に影響を与えることなく、水溶液中

の他のカチオンと多かれ少なかれ容易に置換（交換）するこ

とができるため、交換可能なイオンとして知られている。こ

の現象は、イオン交換、または、より一般的にはカチオン交

換と呼ばれる。 
 
 
交換プロセスとしては、ゼオライト中の一価の交換可能な原

子を溶液中の一価の原子で置換するか、または溶液中の二重

に荷電した原子でゼオライト中の一価の置換可能な二原子を

置換することが考えられる。 
 
所定のゼオライトにおけるそのようなカチオン交換の大きさ

は、その陽イオン交換容量（CEC）として知られており、一
般に、ゼオライト 1 グラム（または 100 グラム）ごとの交換
可能なイオンのモル数、または、交換可能なイオンのミリ当

量に基づく。 
 
イオン交換比は固定されているため、陽イオン交換の有効性は

ゼオライトの粒径に直接関係する。ゼオライト粒子が小さいほ

ど、利用可能な負に帯電した表面積が大きくなる。大きな表面

積は、陽イオン交換のために正に帯電したイオンを引き付ける

能力を高めることとなる。	
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ゼオライトの健康上の利点と利用方法: 
	
ゼオライトは、広範囲の用途において研究されており、これらの用途のいく

つかは、ゼオライトの吸着およびイオン交換特性を利用している。 
	

• 重金属を除去するクリノプチロライトの性質は、多方面で文献に記
録されている。104, 109 

• 最近の、健康な人、そして、悪性疾患、糖尿病に罹患している患者
を対象とした 2つの臨床研究では、経口投与された天然クリノプチ
ロライトが強力な抗酸化物質であることが示された。98 

• 粉末形態で体の表面に使用すると、ゼオライトは創傷および外
科切開の治癒を促進することも判明している。キューバでは、

クリノプチロライトは、一般に馬および家畜の局所的な創傷を

治療するために使用される。 
• 効果の実証された殺菌剤および防カビ剤として、ゼオライトは
、尿路感染症および歯垢形成を制御するために使用されてきた

。99-101 
• シリカ粒子は、若い BB ラットにおいて自然発症性糖尿病の発
症をほとんど完全に防止し、シクロホスファミドを与えた非肥

満マウスでは β 細胞の破壊を予防することがよく知られてい
る。102-103 

• アロキサン誘発性糖尿病のマウスにおいては、天然クリノプチ
ロライトは、多発性神経障害などの後天性の後遺症を回避また

は軽減することが確認されている。90 
• 数々の研究結果が、ゼオライトが免疫系の調節に有意に影響を
及ぼし得ることを示唆している。 

	
	
	

Ueki氏らは、シリカ、シリケート、およびアルミノシリケートが、
強力な免疫刺激性細菌およびウイルス毒素の一種であるスーパー抗

原（SAg）と同様に非特異的な免疫賦活剤として作用し得ることを
報告している。104 105 従来の抗原とは異なり、SAgは未処理のタン
パク質として、抗原結合溝の外側のT細胞レセプター（TcR）の β
鎖の可変領域にある特定のモチーフ、および、抗原提示細胞（APC
）の主要組織適合複合体（MHC）クラス II分子の不変領域に結合
する。 
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結果として、ナノグラム〜ピコグラム濃度の SAg は、
宿主 T 細胞レパートリーの 10％〜30％を刺激するが、
従来の抗原ペプチド TcR 結合では、105 〜 106の T 細
胞のうちの 1つだけ（0.01%-0.0001%）が活性化され
る。106 この理論によれば、MHC クラス II APC に属す
る炎症促進性マクロファージは、線維形成性ケイ酸塩

粒子によって活性化され 107,108  MHC クラス II DP / 
DR +細胞の除去は、ケイ酸塩クリソタイルによるマク
ロファージ刺激の欠如をもたらす。104 
 
より最近になって、パヴリチ氏らは、微粉化ゼオライトク

リノプチロライトで 28日間飼育されたマウスのリンパ節
からのリンパ球が、対照マウスのリンパ球よりも有意に高

い同種移植片対宿主反応を誘発することを実証した。マウ

スにクリノプチロライトを腹腔内投与した後、スーパーオ

キシドアニオン産生と同様に、腹腔マクロファージの数が

有意に増加した。109 
 
陽性荷電毒素を誘引、捕捉するクリノプチロライトの能力  

	
クリノプチロライトは、結晶を貫通する細孔およびチャネ

ルを有する、かご状の構造を持つ。  ケージと周囲の鉱物は
正味負電荷を帯び、自然界に見られる負電荷の少ない鉱物

である。そのケージのような構造と負の電荷のため、クリ

ノプチロライトは、正に荷電した重金属および他の毒性物

質を、それの中およびその表面に 98, 107  引きつけ閉じ込
める能力を有する。 9 0 , 9 2 , 9 7 , 9 9 , 1 0 1 , 1 0 6 , 1 0 8 , 1 1 1 , 1 2 1 , 1 2 2  
 
AlO4ユニットの負の電荷は、陽イオンとして知られる 4つの交換可
能な、正に荷電した金属の存在によって均整が取られる。これらのカ

チオンは、通常、カルシウム、マグネシウム、ナトリウムおよびカリ

ウムからなる。これらのイオンは緩く保持され、毒性重金属または他

の有機物などの他の物質によって容易に置換され得る。 
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この現象はカチオン交換と呼ばれ、陽イオン交換容量の非

常に高いゼオライトは、それらの有用な特性の多くを備える。

この構造の別の特別な側面として、細孔およびチャネルのサイズ

がほぼ均一であり、結晶がモレキュラーシーブとして作用するこ

とも特筆に値する。クリノプチロライトは重金属に対して非常に

特異的であると思われる。金属の直径が小さく金属の電荷が高い

ほどゼオライトに対する親和性が大きいことが研究から示されて

いる。 
 
より高い電荷は、より高い結合特性を有する結合強度を単純に増

加させる。小さなサイズは、より多くの配位点を有するゼオライ

ト細孔へのより深いアクセスを可能にする。この現象の一例とし

て、砒素は+3の電荷と約 1.8オングストロームの原子半径を有
するが、カリウムは+1の電荷と約 2.8オングストロームの原子
半径を有する。ヒ素は、ゼオライトに対して非常に高い親和性で

結合するが、カリウムは親和性を全く持たない。 
 
クリノプチロライトは様々な毒素に結合する。これには、重金属

（鉛、カドミウム、水銀など）、ニトロソアミンなどが含まれる

。カチオン交換は、完全に受動的なプロセスであり、ゼオライト

がこれらの高親和性化合物に近接している場合、それらはゼオラ

イトに引き込まれ、ケージに吸収されるか、またはゼオライトの

表面に吸着される。このプロセスには化学的活性は介在しない。 
 
ゼオライトは化合物に引き寄せられず、金属をそれらから離すた

めには使用されない。換言すれば、ゼオライトは、組織または骨

の内部に隔離された金属を引っ張らないのである。一方、組織が

すでに系内に遊離金属を放出している場合、ゼオライトはそれを

捕捉して除去する能力を有する。有機物（非揮発性および揮発性

）もクリノプチロライトによって除去される。91,92,93,97,99,105,106,108,121 有機物
は、重金属のように表面や内側で捕獲されることも、交換される

こともなく、むしろ交換よりイオン引力の組み合わせを用いて、

クリノプチロライト中、またはその表面に吸着される。この引力

は、有機化合物の全体的な電荷に基づいており、特に、分子自体

に存在する正の電荷に左右される。 
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従って、クエン酸アンモニウムのような大きな分子は、そのサ

イズが 
ゼオライトの粒子よりもはるかに大きい。この効果を利用するた

めに今日進行中の多くの研究がある。以下の参考文献 123〜130
を参照のこと。クリノプチロライトは主に重金属の除去で知られ

ているが、潜在的に有毒な有機化合物の除去を同時に行う能力も

無視できない。 
 
カチオン交換でのクリノプチロライトの効果とは 

	
原子またはカチオン 1モルは、粒子（グラム分子量）単位で見た
その分子または原子の重量を意味する。したがって、1モルのナト
リウム（Na）は 22.99 グラムであり、1モルのカルシウム（Ca）は
40.08 グラムである。 
 
CEC を等価（またはミリ当量）で表すと、カチオンの電荷に関係
なく交換を計算することができる。与えられたカチオンの当量（

またはグラム当量）を計算するには、グラム分子量（モル）をカ

チオンの電荷で割る必要がある。 
 
したがって、カルシウム（Ca 2+）のグラム当量は、グラム分子量
の半分である 40.08 / 2 = 20.04 である。よって、1モルの Ca2 +（
40.08g）は 2当量の Ca2 +（20.04g）に等しくなるが、1モルの Na 
+（22.99g）は 1当量の Na +（22.99g）に相当する。 
 
所与のゼオライトの CEC を計算するには、ゼオライトの化学式を
知っていなければならない。先に参照したクリノプチロライトの

式を用いて、各式単位について、3つの Na + 3 K が交換可能であ
るか、または 6当量のカチオンは各式単位に対して交換可能であ
る。 
 
式単位の重量は、構成原子の原子量を合計することによって計算

することができる。 上記の式の場合、これは 2774.37g になる。 し
たがって、この特定のクリノプチロライトは、ゼオライト分子
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2774.37 グラム当たり 6当量、計算の結果、1グラム当たり 0.00216
当量、または 2.16 ミリ当量（meq）のカチオン交換容量を有する
。この式の一価の Naと K を二重に充電した Caと交換すると、得
られる式は次のようになる。 
 
(Ca3)(Al8Si40)O96 • 24H20 
 
一価のナトリウムイオンとカリウムイオンの数のバランスをとる

ためには、二重に帯電したカルシウムイオンの半分だけが必要で

あることに留意されたい。 カルシウム交換されたクリノプチロラ
イトの CEC を計算すると、meq / g の点で同じ値が得られる（4カ
ルシウムの分子量が 4ナトリウムの+ 4 カリウムの分子量よりわず
かに小さいため、実際は非常にわずかに多い）。 
 
ミリグラム当量（mcci）/グラム（または 100g）で表される CEC を
使用すると、含まれるカチオンの電荷を心配することなく、特定

のゼオライトによってどれだけのカチオンを交換できるかを比較

することが容易になる。 
 
理論式に基づいて計算したクリノプチロライトの CEC は、以下の
ようになる。 
 
クリノプチロライト (NaK 3)(Al6Si40O96) • 24H2O [2.16 meq/g] 
 
重量パーセント（例えば、1グラムのクリノプチロライトに何グラ
ムのアンモニウムイオン（NH 4 +）を交換できるか）に関して陽
イオン交換容量を表すことがしばしば、望ましいとされる。ゼオ

ライト（またはゼオライト鉱石）の CEC が（meq / g 換算で）分か
っている場合、これは容易に達成可能である。 
 
所定のカチオン（すなわち、NH 4 +または Cu 2+）のミリ当量の数
は、カチオンのグラム当量で乗算することによってグラムに変換

しなければならない。一価の陽イオンの場合、これはグラム分子

量を掛けることと同じであるが、二重荷電陽イオン（例えば、Cu 
2+）については、meq / g の数には、グラム分子量の半分を掛け（
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すなわち、グラム当量をグラム分子量に変換する）なければなら

ない。 
 
したがって、測定された 2.00meq / g の CEC を有するクリノ
プチロライトを豊富に含む鉱石の試料 1g は、3.67 重量％（g / 
100g）の NH 4 +を装填（交換）することができる。  
計算は簡単である：関与する原子種のミリ当量（すなわち、当

量の 1/1000）をゼオライト材料の既知の CEC に単に掛けるだ
けでよい。以下の表に、それぞれの CEC を有する、1 グラム
のゼオライト物質によって取り込まれた、種々の原子のグラム

数を列挙する。	

	
この情報と表は、「International Committee on Natural Zeolites（天
然ゼオライト国際委員会）」の会長 F.A. Mumpton 氏が作成。	
 

	
CEC 
(meg/g) 

wt.(g) 1.50 1.75 2.00 2.25 2.50 2.75 3.00 3.25 3.50 3.75 4.00 

NH4+ .0187 0.028 0.033 0.037 0.042 0.047 0.051 0.056 0.061 0.065 0.070 0.075 
Cs+4 .0329 0.049 0.058 0.066 0.074 0.082 0.091 0.099 0.107 0.115 0.123 0.132 
Cu2+ .0318 0.048 0.056 0.064 0.071 0.079 0.087 0.095 0.103 0.111 0.119 0.127 
Pb2+ .1036 0.155 0.181 0.207 0.233 0.259 0.285 0.311 0.337 0.363 0.389 0.414 
Sr2+ .0438 0.066 0.077 0.088 0.099 0.110 0.120 0.131 0.143 0.153 0.164 0.175 

	
	
	
	
環境化学物質と人間の接触 

	
ますます先進工業国では、有害な環境問題と人々の接触が、公衆衛

生と安全の問題として最前線に浮上している。2009 年には、「環
境化学物質への人体の接触に関する第 4 回国家報告書」（保健衛生
局、アメリカ疾病管理予防センター、および国立環境衛生センター

が共同で作成、2011 年更新）が、 人間の有害環境への接触につい
て、アメリカ全体を横断的に見た洞察を提供した。日々、アメリカ

人がどれだけ深刻な環境に曝されているのかを確認する場合には、

www.cdc.gov/exposurereport/（2012 年更新の表を含む）の全文が便
利である。	
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なぜコロイド状のピュアボディーなのか 
	
ピュアボディーは、純水中のゼオライトクリノプチロライ

トの液体懸濁液である。ピュアボディーは平均 0.3 マイク
ロメートル（ミクロン）のサイズで、全身レベルでのデト

ックス（小腸での吸収による）、および大腸でのデトック

スを可能にする。* 
 
独立した第三者機関による化学分析、X 線回折分析、粒子
サイズ分析により、ピュアボディーが、重金属や他の毒素

を解毒する身体の能力をサポートし、身体の pH のバランス
を整え、免疫システムを支えることが証明されている。* 
 
0.3 ミクロンでは、粒子の大きさは依然として大きすぎで
あり、純水中に懸濁したままとはならない。これは、ピュ

アボディーが小腸の絨毛を介した吸収に依存し、身体全体

の輸送媒体として水を使用することができないため、身体

内でアクセスできない領域があることを意味する。 
 
コロイド懸濁液は、水分子の中に浮遊した状態にしておく

ことができるほど小さなサイズの粒子の実現を可能にし、

表面積を増加させるかたちでの、体内におけるクリノプチ

ロライトゼオライト輸機構システムを構築、つまり、より

効果の高いピュアボディー製品実現に寄与する。* 
 
 
コロイドとは？ 

	
化学 
 

a. サイズが約 10〜10,000 オングストロームの細かく分割さ
れた粒子が、それが容易にフィルタリングされたり、急

速に沈降することができないかたちで、連続媒体中に分

散されるシステム。 
b. （化学）コロイド溶液とも呼ばれ、直径が 10-7 〜10-9
メートルの、1成分の粒子を有し、別の成分の連続相中
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に懸濁した液体懸濁液・混合物。この混合物は、微細懸

濁液と溶液の間の特性を有する。 
	
『The American Heritage® 英語辞典』第 4 版 copyright 

©2000 by Houghton Mifflin Company。2009 年更新、

Houghton Mifflin Company 出版。 
	
上の定義は、現在のピュアボディー製品とコロイド状のピ

ュアボディーエクストラストレンスの違いを理解するのに

有用である。これは単にサイズの問題である。上のサイズ

を参考にすると、コロイドは 1 ナノメートル〜100 マイク
ロメートルとなる。 
 
ピュアボディーの平均サイズは 0.3 ミクロンである。ピュ
アボディーエクストラストレンスのコロイド状懸濁液は、

ナノメートル単位のサイズであり、非常に安定した懸濁液

を形成する真のコロイドである。事実、ゼオライト粒子は

、水分子の内側に収まるほど小さく、無色、無臭、無味の

懸濁液を生成する。* 
 
平均して 0.3 ミクロンのピュアボディーの粒子サイズが、
NBA で使用されるバスケットボール（直径 9.5 インチ）
と仮定すると、コロイド状エクストラストレンスは、小さ

な真珠（9.65mm）と同等となる。 
	
サイズが小さく、表面積が大きくなるという 2つの異なる利点を提供 

	
粒子が小さいほど細胞構造のより狭い部分に、より効率的に入

りこむことができると考えるのは、決して非論理的な仮定では

ないだろう。このような、より小さいサイズは、現在のゼオラ

イトが単にサイズのために届くことのできない体の部位におけ

る毒素除去の有効性を増加させる。これには、密な筋肉組織、

肺の一部、および酵素の障壁のために大きな粒子のゼオライト

による侵入を制限する、他の器官が含まれる。コロイド懸濁液

は、微細な毛細血管が真の細胞レベルで流れる場所にまで移動

できるため、デトックスに大きな影響を与える。* 
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続いては、表面積についての検討を行う。先ほどのバスケット

ボールの中にどれくらいの真珠を入れることができるか想像し

てみてほしい。その真珠全ての表面積を合わせると、一つのバ

スケットボールの表面積を大きく超えることになる。ナノメー

トルサイズの範囲では、0.3ミクロンで単一の粒子の空間を満
たすためにより多くの粒子が必要となり、正に荷電した毒素が

捕捉されてゼオライトに付着するための、負電荷の点の面積が

大きくなる。* 
	
	
	
十分に文書内で証明されているコロイド鉱物の安全性 

	
参考：1,5,7 9,13,17,18,19,21,22,23,24,25,26,27,68,71,73,84,86 
コロイド鉱物の安全性は十分に研究されている。自然は日々

、水と食料の供給を通して、私たち人間にコロイド鉱物を届

けている。Touchstone Essentialsで扱われるサイズのコロイド
状ゼオライトの安全性は、試験管内及び生体内で研究されて

いる（上記参照を確認のこと）。 
 
コロイド状ゼオライトの安全性に関する上記の参考の全ては

、www.pubmed.comから確認が可能であり、これらは、コロイ
ド状ゼオライトの安全性についての詳細に渡る研究結果を示

している。ゼオライトは、ゼオライトを含むコロイド溶液を

形成するのに要するほどの小さなサイズであっても、生物学

的に不活性であることが示されている。なお、その場合でも

ゼオライトの主な特徴は正しく機能する。 

 
•ゼオライトクリノプチロライトは FDA（一般に安全と
認められている）により GRAS の認可を受け、これが
安全であると認められている。 

 
•クリノプチロライトゼオライトは、正に荷電した重金
属および毒素に対する親和性（または優先度）が文書

にて証明されており、有益な栄養素を除去しない。 
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•ピュアボディーエクストラストレンス独自の処理は
、既存の環境汚染物質をゼオライトケージから除去

し、ケージのような構造物を交換可能なカルシウム

、マグネシウム、カリウム、ナトリウムで満たして

いる。これは、現に、ピュアボディーが常に、正に

荷電した重金属および毒素と引き換えに有益なイオ

ンを放出することを意味する。  
 
•ピュアボディーエクストラストレンスのクリノプチロ
ライトゼオライトは、有名な米国の鉱山から採取され

ている（文書化された安全プロトコルを使用）。 
 
•クリノプチロライトゼオライトは体内に蓄積されず
、摂取後 4-6 時間以内に、腎臓を介して排泄される
。  

 
•ゼオライトの持つ親水性とピュアボディーエクスト
ラストレンスの表面積を考慮し、身体による毒素除

去能力を高めるためには、水分摂取量を増やすこと

が推奨される。  
 
•ピュアボディーエクストラストレンスの製造および
ボトリング施設はすべて、原材料と完成品の両方の

取り扱いにおいて cGMP（医薬品適正製造基準）に
準拠。  

 
•Touchstone Essentials は、独立した実験室を使用し
、ピュアボディーエクストラストレンスのすべての

バッチをテスト。化学分析は、重金属から有機化合

物、微生物学的定量法まで、あらゆるかたちで実施

される。独立した各研究所での結果は、Touchstone 
Essentials の Web サイトで公開され、閲覧可能。	
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  コロイド状ゼオライトの有効性  
	
参考： 2,4,6,140,20,21,22,26,28,31,34,35,36,39,40,41,44,45,46,49,53,54,55,56,61,62,68,78,79,82,85 

	
コロイド状ゼオライトの安全性に加えて、その有効性も十分に

研究されている。 これは、コロイド状ゼオライト粒子の持つ小
さなサイズに直接関係する。カチオン交換効率（CEC）は、ア
ルミニウム交換および露出したケージの数に直接関係する。言

い換えれば、ゼオライト粒子が小さいほど、重金属および毒素

除去のために利用可能なケージの数が増えることになる。 
 

• より小さい粒子がより効果的であると仮定することは論理
的であるが、研究によっても、粒子サイズの減少による重

金属除去の効率および量の顕著な増加が示されている。 
• ピュアボディーエクストラストレンスには、ナノメートル
にまでゼオライト粒子サイズを減少させる独自の処理が施

される。 
• 小さな粒子サイズは、広大な表面積作成に寄与し、スプレ
ーごとの効果的な細胞の解毒効果をサポートする。* 

 
カチオン交換に加えて、この粒径では、他の力が作用しており

、ゼオライトの解毒能力を大幅に高めることができる。 この力
は、物理化学におけるファンデルワールス力（またはファンデ

ルワールス相互作用）として知られている。	

	

これは、オランダの科学者ヨハネス・ディーデリク・ファン・デル

・ワールスの名前から取られた、原子、イオン、分子間（または、

同一分子の中の異なる原子団の間）に働く引力、または反発力の中

で、次に挙げる特徴をもつものの総称である。 
 

• 双極子と双極子の相互作用（ケーソム力） 
• 双極子とそれによる誘起双極子との相互作用（デバイ力） 
• 誘起双極子と誘起双極子との相互作用（ロンドン分散力） 

 
また、分子間力全体の同義語として使用されることもある。ファン

デルワールス力は共有結合に比べて相対的に弱いが、超分子化学、
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構造生物学、高分子科学、ナノテクノロジー、表面科学、凝縮系物

理などの多様な分野において基本的な役割を果たす。 ファンデル
ワールス力は、有機化合物の多くの特性（極性および非極性媒体へ

の溶解度を含む）を定義する。 
 
ファンデルワールス力には、原子、分子、表面の誘起や反発、その

他の分子間力が含まれる。それらは、共有結合およびイオン結合と

は、近傍の粒子の変動する偏光（量子動力学の結果）との相関によ

って生じる点で異なる。分子間力には、以下のような大きな特徴が

ある： 
 

• 恒久的な電荷間の引き付ける、または、反発する静電的相互
作用	

（分子イオンの場合） 
• 双極子（反転中心を持たない分子の場合） 
• 四極子、そして一般的には永久双極子間：この静電的相互作
用は、ウィレム・ヘンドリック・ケーソムの名前に由来し、

ケーソム相互作用またはケーソム力とも呼ばれる。 
• 誘起（分極としても知られる）：誘起は、ある分子上の多重
極と別の分子上の誘起された多極子との間での引きつけ合う

相互作用である。この相互作用は、ピーター・J・W デバイ
の何ちなみ、デバイ力とも呼ばれる。 

• 分散（通常、フリッツ・ロンドンの名にちなみ呼ばれる）：
一時的な多極子の相互作用から生じる、非極性原子を含む任

意の分子対間の引きつけ合う相互作用。	

	

この力は、ゼータ電位とともに、粒子が小さくても有効性が増す

ことを説明している。これがどういう意味なのかを、以下に説明

する。 
 
この粒子サイズは、ゼオライトとの陽イオン交換以上のものを意

味する。これらの力は、コロイド状ゼオライトがはるかに大きな

粒子を引きつけ保持することを可能にする。これは揮発性有機化

合物に、特に関連している。 
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真のコロイド懸濁液では、クリノプチロライト粒子は文字通り、

個々の水分子の内側にあり、したがってその分子によって懸濁さ

れる。これこそが、なぜ、クリノプチロライトが、長期間の後で

も「沈降」せず、体がクリノプチロライトを普通であれば受け入

れない領域にも到達できるのかを説明している。このサイズでは

、クリノプチロライトゼオライトの電荷はより大きな共鳴を生み

、これらの有機化合物を引き付け、保持する。 
 
ピュアボディーの代用品ではないものの、ピュアボディーエクス

トラストレンスは、その粒子サイズとファンデルワールス力を活

用し、通常サイズのゼオライトではアクセスの難しい細胞構造に

まで到達することのできる、体のデトックス効果をより高めたか

たちの製品である。   
 
 
ピュアボディーエクストラストレンスの恩恵を受けることができ

るのは誰なのか 
	
一言で表すなら、誰もがこの恩恵を得ることができる。コロイド

状のピュアボディーエクストラストレンスは、標準的なピュアボ

ディーとは異なる働きを見せる。量の約半分が結腸に入り、残り

の半分が血流に入るように、平均サイズ 0.3ミクロンに設計され
ており、これが、ゼオライトの補給によるデトックス効果を結腸

に届け、そして、健康効果をより広い体の範囲に提供することを

可能にする。このため、ピュアボディーエクストラストレンスに

加えて、ピュアボディーを使用することが可能である。* 
 
ピュアボディーエクストラストレンスでは、100％のゼオライトが
血流に入る。これが、あらゆる人に解毒効果をもたらすものの、

特に、以下の 2つのグループが最大の利益を享受することができ
る： 
 

1. 重金属及び環境汚染物質への接触について懸念がある人 
2. セミプロフェッショナル、またはプロスポーツ選手な
どの、代謝活動の速度を速める高度な運動訓練を行い

、体に負荷を与えている人 



	
*これらの記述は、食品医薬品局によって評価されておらず、当社の製品は、病気の診断、治療、治癒または予防を目的としたものではない	
	
	

 
ピュアボディーエクストラストレンスは、血流に容易に入ることが

できるので、 細胞への高い浸透性も考えることが可能であり
1,21,22,23,26,61, 84 毒素を安全に除去する効果が期待される。繰り
返しになるが、ゼオライトは体内に貯蔵されず、腎臓を介した排出

サイクルは 4〜6 時間となっている。 
 
デトックスを実行中の体による一般的な徴候には、疲労、渇

きの増加、発汗、頭痛および他の痛み、および不快感が含ま

れ得る。これはデトックスを行う体にとっての、一時的かつ

自然な反応であり、そのような場合には、摂取量を減らし、

数日かけて徐々にこれを増やすことによって容易に解決する

ことができる。 
	
	
要約 

	
1. クリノプチロライトゼオライトは、安全で効果的であり、これ
は人および動物の両方を含む数多くの試験で証明されている。

FDA（食品医薬品局）による GRAS（一般に安全と認められて
いる）認定済み。 

2. ゼオライトクリノプチロライトは、子供を含む、一般的な人々
にとって、一年間を通した補給が安全であることが証明されて

いる。 
3. ピュアボディーエクストラストレンスは、細胞レベルで身体に
アクセスできるサイズの天然ミネラルを使用し、技術と自然が

作り出すことができる最高のものを市場にもたらしている。* 
4. ピュアボディーエクストラストレンスの安全性と有効性は、原
材料の試験と、消費者に届く製品ボトルに何が含まれているか

の確認に至るまで、厳しいプロトコル遵守を通じて実現。 
5. Touchstone Essentials は、独立した第三者機関の研究施設のみ
を使用し、ゼオライトの徹底的な試験を実施。 

6. ピュアボディーとあわせることで、ピュアボディーエクストラ
ストレンスは、体内の重金属や環境毒素をより完全に除去する

可能性がある* 
7. ピュアボディーは、体を解毒するのに役立つ、安全かつ自然で

効果的な手段。*	  
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